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縫い養老絞りとは、等間隔の針目で運針するもので、染め上がった模様は縞柄で、
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藍
に
染
め
ら
れ
た
絞
り
の
暖
廉
が
風
に
ゆ
れ
、
古

き
商
家
の
佇
ま
い
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
の
よ
う
な

景
観
が
今
も
静
か
に
美
し
さ
を
保
つ
有
松
。
そ
の
文

化
や
情
緒
を
後
世
に
繋
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
皆
様
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
有
松
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
尾
張

藩
の
命
に
よ
り
入
植
し
た
八
人
の
若
者
に
よ
り
開
村

し
ま
し
た
。
生
活
の
糧
を
得
る
べ
く
東
海
道
の
旅
人

等
に
土
産
品
と
し
て
、
有
松
絞
り
を
考
案
し
て
販

売
、
町
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
明
四

年
（
一
七
八
四
）
の
大
火
で
二
四
二
軒
が
焼
失
。
藩
の

援
助
を
背
景
に
茶
屋
集
落
か
ら
絞
り
産
業
の
町
へ
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
復
興
を
遂
げ
、
防
火
に
配

慮
し
た
瓦
葺
・
塗
籠
造
り
の
町
屋
が
出
現
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
以
降
、
有
松
絞
り
の
専
売
権
が
な
く
な
り
、

東
海
道
往
来
者
も
減
り
、
絞
り
商
に
は
苦
し
い
時
代

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
絞
り
を
次
々
と
開
発
し
、

明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
最
も
繁
栄
し
、
軒

の
高
い
町
屋
が
多
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

緻
密
な
有
松
の
絞
り
は
一
〇
〇
種
類
以
上
の
技
法

を
開
発
し
、
平
成
四
年
、
名
古
屋
・
有
松
鳴
海
地
区

で
開
催
さ
れ
た
初
の
「
国
際
絞
り
会
議
」
や
そ
れ
に

続
く
「
ワ
ー
ル
ド
絞
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
発
足
を

契
機
に
そ
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
九
月
、
地
元
八
団
体
に
よ
る
「
有
松

東
海
道
無
電
柱
化
の
会
」
を
設
立
。
多
く
の
方
々
の

ご
尽
力
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
三
月
工
事
が
完
了
し
、

有
松
東
海
道
に
い
に
し
え
の
景
観
が
甦
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
が
中
心

と
な
り
、
重
伝
建
推
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

住
民
の
同
意
を
う
け
て
、
町
並
み
・
家
屋
調
査
が
行

わ
れ
、
平
成
二
十
八
年
二
月
に
は
名
古
屋
市
の
伝
建

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
、

文
科
省
に
よ
り
有
松
の
町
並
み
は
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
既
に
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
展
開
に
大
き
く
寄
与
し
始
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
、
第
四
十
回
全
国
町
並
み

ゼ
ミ
名
古
屋
有
松
大
会
が
「
町
並
み
は
わ
た
し
が
守

る
～
み
ん
な
の
も
の
か
ら
四
十
年
～
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
須
田
寛
氏
は
日
本

の
観
光
「
き
ょ
う
、
い
ま
、
あ
す
」
と
題
し
て
、
観

光
は
経
済
活
動
で
あ
り
文
化
活
動
で
あ
る
と
語
ら
れ
、

お
客
様
が
ま
ち
を
訪
れ
て
く
れ
る
ま
ち
づ
く
り
「
常

在
観
光
」
が
必
要
だ
と
説
か
れ
ま
し
た
。

今
後
有
松
は
、
歴
史
あ
る
「
絞
り
産
業
」「
有
松
東

海
道
の
町
並
み
」「
山
車
と
か
ら
く
り
」
を
保
存
・
発

展
さ
せ
、
時
代
が
新
元
号
に
か
わ
り
、
外
国
人
観
光

客
の
増
大
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
等
大
幅
に
変

化
す
る
で
あ
ろ
う
世
の
中
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
「
常
在
観
光
」
を
意
識
し
つ
つ
行
い
た
く
考
え
て

い
ま
す
。
既
に
有
松
の
各
団
体
や
会
員
等
か
ら
ご
意

見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
後
継
者
育
成
、

受
け
入
れ
体
制
の
改
善
（
外
国
人
・
ト
イ
レ
・
駐
車

場
等
）、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
等
す
べ
き
こ
と
は
沢

山
あ
り
ま
す
。
新
時
代
へ
有
松
を
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ

う
。平

成
最
終
号
に
あ
た
り
一
文
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
有
松
に
ご
支
援
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

歴
史
生
か
し
新
時
代
へ
の
挑
戦

歴
史
生
か
し
新
時
代
へ
の
挑
戦

歴
史
生
か
し
新
時
代
へ
の
挑
戦

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
副
会
長

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
副
会
長

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
副
会
長

藤 

枝

　靜 

次

藤 

枝

　靜 

次

藤 

枝

　靜 

次
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日
頃
は
、
名
古
屋
市
の
観
光
行
政
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
有
松

地
区
は
、
地
域
の
皆
様
が
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
産
業
で
あ
る
有
松
鳴
海
絞
が

魅
力
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
、
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
が
、「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」
消
費
に
移
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
歴
史
的
な
町
並
み
を
歩
き
、
絞
り
を

体
験
す
る
こ
と
」
が
、
非
常
に
重
要
な
着
地
型
観
光

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
次
期
観
光
戦
略
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
次
期
観
光
戦
略
の
中
で
の
有
松
地
区

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。次

期
観
光
戦
略
は
、
平
成
21
年
に
策
定
さ
れ
た

現
行
の
「
名
古
屋
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ほ
ぼ
10

年
ぶ
り
に
策
定
し
な
お
す
も
の
で
、
平
成
31
年
度

（
２
０
１
９
年
度
）
か
ら
概
ね
10
年
先
を
見
越
し
た
う

え
で
、
計
画
期
間
を
平
成
35
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

ま
で
の
５
年
間
と
し
て
お
り
、平
成
31
年
３
月
に
策
定
・

公
表
し
ま
し
た
。

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
、
こ
こ
10
年
間
で
緩

や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
７
年
度
の
観
光

入
込
客
数
は
、
４
、５
７
５
万
人
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

宿
泊
客
数
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
度
の
宿
泊
客

数
は
６
２
４
万
人
と
な
り
、
特
に
、
外
国
人
宿
泊
者

数
は
、
10
年
前
と
比
較
し
て
約
２
・
８
倍
に
増
加
し
、

１
０
５
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
略
の
中
で
有
松
地
区
は
、「
歴
史
・
文
化

魅
力
軸
」
の
重
要
な
歴
史
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
歴
史
・
文
化

魅
力
軸
」
と
い
う
の
は
、
名
古
屋
城
か
ら
大
須
、
熱

田
を
介
し
て
、
有
松
・
桶
狭
間
ま
で
を
、
本
市
に
お

け
る
魅
力
エ
リ
ア
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
歴
史
的
町
並
み
等
を
活
用
し
た
魅
力
向
上

策
と
し
て
、
伝
統
的
な
建
造
物
が
数
多
く
現
存
す
る

有
松
、
四
間
道
、
城
山
・
覚
王
山
エ
リ
ア
等
と
と
も

に
歴
史
的
建
造
物
や
町
並
み
を
保
存
・
活
用
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
な
ん
と
い
っ
て
も
観
光
地
開
発
に
は
、

地
域
の
観
光
団
体
等
の
担
い
手
育
成
・
支
援
に
よ
る

受
入
体
制
の
強
化
が
重
要
で
す
。
平
成
30
年
度
は
、

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
様
、
鉄
道
事
業
者
様
と
と
も
に
、

有
松
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
絞
り
体
験
や
、

お
い
し
い
グ
ル
メ
な
ど
、
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
と
と
も
に
、
有
松
・
桶
狭
間
地
区
の

観
光
地
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何

卒
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

•

観
光
入
込
客
実
人
数

観
光
入
込
客
実
人
数
と
は
、
名
古
屋
市
内
の
観
光
施
設

へ
の
来
訪
客
数
の
総
数
を
平
均
立
寄
箇
所
数
で
除
し
た
値
。

名
古
屋
市
に
訪
れ
る
観
光
客
の
実
数
を
示
す
。

有
松
を
「
名
古
屋
市
観
光
戦
略
」
に
位
置
づ
け
ま
し
た

名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
観
光
交
流
部
観
光
推
進
室
長

大 

野

　壽 

久
出典：名古屋市「名古屋市観光客・宿泊客動向調査」

名古屋市　観光入込客数
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２
０
１
８
年
10
月
26
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮
の
約
一
か
月
間
、
名
鉄
に
よ
る
有
松

し
ぼ
り
体
験
き
っ
ぷ
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
名
古
屋
市
の
観
光
推
進
事

業
の
一
つ
で
も
あ
り
、
行
政
、
名
古
屋
鉄
道
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
有

松
が
連
携
を
と
っ
て
行
っ
た
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

地
元
で
は
、
参
加
店
舗
、
有
松
あ
な
い
び
と
の
会
、
有
松
天
満
社
文
嶺
講
も
期

間
中
休
む
こ
と
な
く
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
全
体
で
来
町
さ
れ
る
方
々
を
お

迎
え
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

期
間
中
は
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
、
名
鉄
の
主
要
駅
（
名
古
屋
駅
、
金
山
駅
）

で
は
大
々
的
に
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
掲
示
す
る
な
ど
広
報
を
徹
底
的
に

行
い
ま
し
た
。

期
間
の
初
め
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
き
っ
ぷ
の
利
用
客
は
少
な
く
、
来
町
者
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
Ｃ
Ｍ
の
回
数
を
増
や
し
た
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
金
山
駅

に
送
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
効
果
が
現
れ
始
め
、
最
終
的
に
有
松
駅

の
乗
降
者
数
は
昨
年
の
同
じ
時
期
に
比
べ
、
期
間
中
約
３
、
０
０
０
人
も
増
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
興
味
深
い
の
が
そ
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
利
用
者
の
約
90
％

が
女
性
で
し
た
。
こ
れ
に
は
名
古
屋
鉄
道
側
も
お
ど
ろ
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
客
様
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
で
、
深
い
関
心
を
持
っ

て
来
町
さ
れ
ま
す
。
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
に
見
え
て
き
た
お
も
て
な
し
の
修

正
点
を
改
善
し
、
も
っ
と
も
っ
と
わ
く
わ
く
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
し
て
い
か
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
有
松
　
担
当
　
山
上
　
正
晃

２
０
１
８
年
11
月
16
日
㈮
～
11
月
18
日
㈰
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
大
会
が
開
催
さ
れ
、
２
日
目
の
第
４
分

科
会
（
以
後
分
科
会
）
テ
ー
マ
：
「
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
～
文
化
財
保
存
と
観
光
の
調

和
及
び
体
験
と
交
流
、
魅
力
の
創
造
～
へ
参
加
し
た
報

告
を
し
ま
す
。
な
お
、
分
科
会
へ
は
有
松
か
ら
７
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
午
前
中
、
町
並
み
見
学
が
あ
り
ま
し
た

が
、
町
並
み
や
建
物
の
説
明
に
お
い
て
、
も
う
少
し
深

く
説
明
し
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
体
験
（
真

田
紐
織
り
、
甲
冑
体
験
、
古
武
道
体
験
）
と
無
料
の
湯

茶
接
待
は
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
。
建
物
は
、
す
べ
て

長
野
市
の
管
理
下
に
あ
り
見
学
料
が
必
要
で
し
た
。
有

松
と
は
環
境
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
松
代
小
学
校
で
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
観
光
と

言
っ
て
も
　1
発
地
型
観
光
と
　2
着
地
型
観
光
の
違
い
が
あ
り
地
域
主
体
の
「
着
地
型

観
光
」
を
目
指
す
べ
き
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

1
発
地
型
観
光
：
従
来
型　
大
手
旅
行
会
社
が
企
画
→
町
並
み
な
ど
の
観
光
資
源
に
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
（
タ
ダ
乗
り
）

　

2
着
地
型
観
光
：
新
型　

地
域
で
企
画
→
観
光
で
得
ら
れ
る
利
益
が
町
並

　
　

み
保
存
に
ま
わ
る

今
回
、
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
、
参
加
者

は
顧
客
満
足
に
つ
い
て
ば
か
り
考
え
て
い
て
、
地
域

住
民
の
意
向
に
つ
い
て
は
全
く
考
え
て
い
な
い
よ
う
で

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
と
思
い
、

有
松
で
は
地
域
住
民
の
満
足
度
を
第
一
に
考
え
、
次

に
顧
客
満
足
を
考
え
て
い
く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

次
回
の
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
は
埼
玉
県
川
越
市
で
、

２
０
２
０
年
１
月
31
日
～
２
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

事
業
部
　
山
田
　
修
生

第
41
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ

　

　
　
　
　
　長
野
松
代
・
善
光
寺
大
会
に
参
加
し
て

第
41
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ

　

　
　
　
　
　長
野
松
代
・
善
光
寺
大
会
に
参
加
し
て

第
41
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ

　

　
　
　
　
　長
野
松
代
・
善
光
寺
大
会
に
参
加
し
て

町
並
み
を
守
っ
て
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

〜 

次
世
代
へ
・
未
来
へ
、
伝
え
る
・
つ
な
ぐ 

〜

町
並
み
を
守
っ
て
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

〜 

次
世
代
へ
・
未
来
へ
、
伝
え
る
・
つ
な
ぐ 

〜

町
並
み
を
守
っ
て
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

〜 

次
世
代
へ
・
未
来
へ
、
伝
え
る
・
つ
な
ぐ 

〜

名
鉄
・
有
松
し
ぼ
り
体
験
き
っ
ぷ

60,000 部作成された
リーフレットは、
名鉄の各駅に配布されました。

作成された 3種類の
ポスターのうちの１種類
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平
成
30
年
12
月
８
日
、
三
重
県
二
見
浦
の
賓
日
館

で
表
題
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
は
竹
田

会
長
が
出
席
さ
れ
る
と
こ
ろ
都
合
が
悪
く
、
私
が
代

理
で
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

伊
勢
河
崎
の
高
橋
会
長
か
ら
は
、
『
有
松
か
ら
は
、

山
田
さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
は
じ
め
複
数
出
席
し
て
下

さ
っ
て
』
と
、
お
礼
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
参

加
団
体
は
、
犬
山
ま
ち
づ
く
り
の
会
、
一
般
社
団

法
人
飛
騨
市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
海
道
関

宿
、
あ
い
の
会
「
松
坂
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
河
崎

ま
ち
づ
く
り
衆
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
二
見
浦
・
賓
日
館
の

会
、
全
国
町
並
み
保
存
連
盟
、
三
重
建
築
士
会
連
合

会
、
み
え
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
会
、
伊
勢
市
都
市
計
画
課
、

三
重
県
地
域
づ
く
り
団
体
、
高
知
県
の
個
人
会
員
、

総
数
約
70
名
の
参
加
で

し
た
。
今
回
は
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
ゼ
ミ
初
開
催
で
、

二
見
浦
賓
日
館
開
館
15

周
年
記
念
事
業
と
同
時

開
催
で
し
た
。
現
在
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
は
12
団
体

で
構
成
さ
れ
、
今
回
７

団
体
の
参
加
で
し
た
。

来
賓
と
し
て
伊
勢
市
副

市
長
が
出
席
さ
れ
、
幹

事
団
体
の
賓
日
館
奥
野

会
長
か
ら
『
賓
日
館
の

公
開
と
活
用
』
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
又
、
全
国
町
並
み

保
存
連
盟
の
事
務
局
長

の
山
本
氏
か
ら
、
各
団

体
の
活
動
報
告
と
そ
の

意
義
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
個
別
各
団
体
か

ら
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

『
次
世
代
に
ど
う
つ
な

ぐ
か
』
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
犬
山
、
松
坂
、
関
宿
の
方
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

な
り
、
ま
ず
活
動
拠
点
を
持
つ
、
活
動
目
標
を
持
つ
、

町
並
み
を
守
る
意
識
の
強
い
人
に
入
っ
て
も
ら
う
等

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
部
は
『
ど
う
活
か
す

か
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
題
目
の
も

と
、
飛
騨
市
、
伊
勢
河
崎
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
、
二

見
浦
賓
日
館
の
会
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
発
言
や
質
問
等
受
け
答
え
し
ま
し
た
。
結
果
、
北

信
越
地
区
と
の
関
連
も
あ
る
飛
騨
地
域
と
の
連
携
も

大
切
な
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
、
次
回
開
催
地
と

し
て
飛
騨
市
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
、

賓
日
館
大
広
間
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元

の
方
々
の
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
料
理
に
感
心
い
た

し
ま
し
た
。
開
催
地
の
高
橋
会
長
、
地
元
の
各
団
体

や
個
人
の
方
々
の
準
備
や
ご
苦
労
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
今
後
の
町
並
み
保
存
運
動
に
と
っ
て
、
大
変

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

副
会
長　

久
田
　
耕
一
郎

全
国
町
並
み
保
存
連
盟

  『
第
一
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
ゼ
ミ
伊
勢
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
参
加
し
て

全
国
町
並
み
保
存
連
盟

  『
第
一
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
ゼ
ミ
伊
勢
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
参
加
し
て

全
国
町
並
み
保
存
連
盟

  『
第
一
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
ゼ
ミ
伊
勢
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
参
加
し
て

初の岡邸での展示販売

有松東海道を飾るいけばな 久田邸、寿限無茶屋でのコンサート

竹田家茶室「栽松庵」での呈茶 棚橋邸、あないびとの町並みツアー

演奏といけばなのコラボレーション

晩秋の有松を楽しむ会 2018　11 月３日㈯４日㈰晩秋の有松を楽しむ会 2018　11 月３日㈯４日㈰
有松をいけばな・きもの・アートで彩る２日間！有松をいけばな・きもの・アートで彩る２日間！
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昭
和
四
十
八
年
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
が
産
声
を

あ
げ
て
十
年
後
会
報
第
一
号
が
昭
和
五
十
八
年
三
月

に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
迄
三
十
七
年
間
絶
え
る
事

な
く
年
二
回
の
会
報
を
地
元
の
会
員
及
び
全
国
各
地

の
有
識
者
の
皆
様
の
御
意
見
を
戴
き
今
日
ま
で
引
き

継
が
れ
て
八
十
号
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
四
十
年
程
町
の
保
存
保
護
に
努
力

し
続
け
そ
の
間
に
は
山
あ
り
谷
あ
り
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
努
力
に
よ
っ
て
す

べ
て
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
の
時
代
に
入

り
ま
し
て
、
有
松
開
村
四
百
年
の
式
典
も
盛
大
に
実

施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
永
年
の
夢
で

あ
っ
た
東
海
道
の
整
備
（
電
線
の
地
中
化
、
一
方
通
行
、

一
里
塚
復
元
）
こ
れ
に
よ
っ
て
町
は
江
戸
の
空
を
取

り
も
ど
し
、
観
光
の
皆
様
も
ゆ
っ
く
り
と
有
松
の
町

並
み
を
見
学
出
来
る
様
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
又

文
科
省
か
ら
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
も
受
け
る
事
が
出
来
、
一
昨
年
は
全
国
町
並
み
ゼ

ミ
第
四
十
回
の
記
念
行
事
も
名
古
屋
有
松
で
実
施
致

し
ま
し
た
。
今
後
は
百
号
、
百
五
十
号
に
向
け
て
若

い
人
と
の
世
代
交
代
を
し
、
町
の
活
性
化
に
向
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
節
目
を
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
前
進
あ
る
の
み
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
も
な
く
平
成
の
時
代
も
終
わ
り
新
元
号
の
時

代
と
な
り
ま
す
。
心
新
た
に
皆
様
と
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

初
訪
問
は
、
十
年
前
の
夏
。
街
道
に
並
ぶ
絞
り
商

家
の
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
に
、
胸
と
き
め
か
せ
ま
し

た
。
後
日
、
近
く
に
捕
虜
収
容
所
が
あ
っ
た
こ
と
、

城
山
三
郎
が
小
説
「
捕
虜
の
居
た
駅
」
を
書
い
た
こ

と
を
知
り
、
さ
ら
に
興
味
が
深
ま
り
ま
し
た
。

成
田
治
氏
、
山
田
峯
夫
氏
、
絞
り
技
能
者
か
ら
話

を
伺
い
、
絞
り
産
業
の
特
徴
・
変
遷
や
建
造
物
保
存

活
動
の
ご
苦
労
な
ど
を
知
る
に
つ
け
、
な
ぜ
か
絞
り

の
町
の
戦
時
中
の
物
語
を
現
在
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
描
き
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
ま
し
た
。

取
材
を
重
ね
た
二
年
後
、
「
捕
虜
の
い
た
町
」
と	

い
う
作
品
が
完
成
。
様
々
な
方
の
ご
協
力
を
得
て

二
〇
一
六
年
、
有
松
・
鳴
海
絞
会
館
で
朗
読
劇
と

し
て
上
演
。
俳
優
天
野
鎮
雄
・
山
田
昌
さ
ん
が
素

人
グ
ル
ー
プ
に
参
加
下
さ
り
、
舞
台
は
大
成
功
。

二
〇
一
七
年
、
「
戯
曲　

捕
虜
の
い
た
町　

～
城
山

三
郎
に
捧
ぐ
～
」
（
中
日
新
聞
社
）
を
出
版
。

今
は
、
収
容
所
跡
と
城
山
三
郎
の
事
績
を
戦
争
遺

産
・
文
学
遺
産
と
し
て
地
元
に
残
し
、
平
和
の
尊
さ

を
未
来
に
語
り
継
い
で
い
こ
う
と
、
昨
秋
発
足
し
た

「
捕
虜
収
容
所
跡
を
残
す
会
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

＊
活
動
予
定

四
月
二
十
一
日
㈰
一
時
三
十
分
～
（
棚
橋
邸
）

　

経
過
報
告
、
学
習
会
、
収
容
所
跡
見
学
。

六
月
九
日
㈰
十
一
時
～
、
三
時
～
（
棚
橋
邸
）

　

朗
読
劇
「
捕
虜
の
い
た
町
」
上
演
（
有
料
）。

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

夜
遅
く
ホ
ー
ム
に
電
車
が
到
着
す
る
。
階
段
を
上

り
改
札
を
出
る
と
、
ち
ょ
う
ど
目
の
高
さ
の
西
の
空

に
白
々
と
三
〇
二
号
線
の
道
路
が
横
た
わ
っ
て
み
え

る
。
見
上
げ
る
と
空
が
昔
よ
り
近
い
。
30
年
前
に
は

こ
ん
な
風
景
を
見
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
。
歩
道
橋
を
渡
り
階
段
を
下
り
る
と
、
そ

の
ま
ま
旧
道
に
進
む
。
闇
の
中
に
静
か
に
沈
む
町
並

み
を
見
な
が
ら
帰
る
家
路
が
た
ま
ら
な
く
好
き
だ
。

思
え
ば
平
成
の
間
に
有
松
は
変
わ
っ
た
。
小
さ
な

町
お
こ
し
の
祭
り
か
と
思
っ
て
い
た
絞
り
ま
つ
り
は
、

今
で
は
何
万
人
も
の
人
々
が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

だ
。
そ
う
な
る
ま
で
の
絞
り
関
係
の
方
々
の
苦
労
を

思
っ
て
頭
が
下
が
る
。
日
々
観
光
客
を
案
内
し
て
歩

く
あ
な
い
び
と
の
元
気
な
声
を
聞
く
と
、
私
は
有
松

の
歴
史
の
い
っ
た
い
何
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
恥

ず
か
し
い
思
い
に
う
な
だ
れ
る
。

他
に
も
天
満
社
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
陰
で

黙
々
と
働
く
総
代
さ
ん
、
夜
の
有
松
を
幻
想
的
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
竹
あ
か
り
、
若
い
人
の
興

味
を
引
く
よ
う
な
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
の
絞
り
を
考
案

す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
…
。
新
し
い
元
号
に
な
っ
て

も
、
き
っ
と
有
松
の
未
来
は
明
る
い
。

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
自
宅
に
着
き

小
さ
な
不
満
が
ふ
っ
と
沸
い
た
。
こ
の
辺
り
も
「
有

松
の
未
来
」
と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
も
う
一
つ
ぐ

ら
い
防
犯
灯
が
あ
っ
て
も
い
い
の
に
な
、
と
。

会
報
八
十
号
を
記
念
し
て

会
報
八
十
号
を
記
念
し
て

会
報
八
十
号
を
記
念
し
て

顧 

問  

服 

部
　
豊

顧 

問  

服 

部
　
豊

顧 

問  

服 

部
　
豊

有
松
と
出
会
っ
て

有
松
と
出
会
っ
て

有
松
と
出
会
っ
て

南
山
国
際
中
学
・
高
校
教
員 

馬 

場
　
豊

南
山
国
際
中
学
・
高
校
教
員 

馬 

場
　
豊

南
山
国
際
中
学
・
高
校
教
員 

馬 

場
　
豊

平
成
を
振
り
返
っ
て

平
成
を
振
り
返
っ
て

平
成
を
振
り
返
っ
て

有
松
西
町
在
住 

藤 

本
　
朱 

美

有
松
西
町
在
住 

藤 

本
　
朱 

美

有
松
西
町
在
住 

藤 

本
　
朱 

美
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尾
張
藩
の
一
枚
の
御
触
書
に
よ
り
移
住
し
た
人
々

に
よ
り
創
始
さ
れ
た
有
松
絞
は
藍
染
に
適
し
た
清
ら

か
な
水
に
恵
ま
れ
、
技
術
の
進
歩
に
よ
り
東
海
道
の

名
産
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
そ
の
繁
盛
ぶ
り
を
多

く
の
歌
人
が
歌
句
に
残
し
た
。
都
市
化
が
進
む
な
か

現
代
か
ら
隔
離
し
た
様
な
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
町
並
み
は
、
広
重
ら
に
よ
り
浮
世

絵
と
し
て
画
き
残
さ
れ
た
。
有
松
の
街
道
沿
い
に
は

古
い
名
歌
が
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
現
代
の
歌
人
が

詠
ん
だ
藍
青
に
纏
わ
る
歌
句
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

白
鳥
は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青

う
み
の
あ
お
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
う　

若
山
牧
水

紺
青
を
絹
に
わ
が
泣
く
春
の
暮

や
ま
ぶ
き
が
さ
ね
友
歌
ね
び
ぬ　

与
謝
野
晶
子

青
く
透
く
か
な
し
み
の
玉
枕
し
て

松
の
ひ
び
き
を
夜
も
す
が
ら
聴
く　

石
川
啄
木

藍
色
の
馬
は
あ
ゆ
め
り
蒼
白
の

世
界
の
奥
に
呼
ぶ
も
の
の
居
る　

佐
々
木
幸
綱

染
め
あ
ぐ
る
イ
ン
ジ
ゴ
ブ
ル
ー
の
麻
の
布

わ
が
独
り
身
に
か
な
ふ
と
想
ふ　

春
日
井
健

色
な
ら
ば
我
は
紺
青
、
春
に
泣
く

友
は
や
ま
ぶ
き
、
歌
を
み
が
い
て　

俵
万
智

藍
染
の
水
冷
た
く
て
蕗
の
と
う　
　
　

加
納
染
人

有
松
の
色
は
藍
青
、
世
界
に
名
立
た
る
ジ
ャ
パ
ン

ブ
ル
ー
。
永
久
に
か
わ
ら
ぬ
色
と
香
で
す
。

有
松
あ
な
い
び
と
の
会
は
平
成
十
五
年
一
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
私
は
平
成
十
四
年
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
講
座
受
講
を
機
に
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
私
は
子
育
て
に
奮
闘
中
で
家
庭
中
心
の

毎
日
で
し
た
が
、
会
員
に
な
り
、
有
松
に
つ
い
て
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
松

の
魅
力
に
ふ
れ
、
私
自
身
視
野
が
広
が
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

有
松
は
平
成
二
十
八
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
最
近
は
海
外
か
ら
の

観
光
客
の
方
が
ぐ
っ
と
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
の
中
に
国

際
部
も
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
平
成
。
時
代
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
有
松
は
活
気
づ
き
、
有
松
あ
な
い

び
と
の
会
の
会
員
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
お
も
て
な
し
が
で

き
る
よ
う
、
私
も
会
員
の
一
員
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

学
び
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
松
の
色
　
藍
の
歌

有
松
の
色
　
藍
の
歌

有
松
の
色
　
藍
の
歌

参
与 

山 

田
　
峯 

夫

参
与 

山 

田
　
峯 

夫

参
与 

山 

田
　
峯 

夫

平
成
の
時
代
を
ふ
り
か
え
っ
て

平
成
の
時
代
を
ふ
り
か
え
っ
て

平
成
の
時
代
を
ふ
り
か
え
っ
て

有
松
福
よ
せ
雛
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
長 

中 

濵
　
豊

有
松
福
よ
せ
雛
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
長 

中 

濵
　
豊

有
松
福
よ
せ
雛
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
長 

中 

濵
　
豊

平
成
を
糧
に

平
成
を
糧
に

平
成
を
糧
に

有
松
あ
な
い
び
と
の
会 

伊 

藤
　
弥 

生

有
松
あ
な
い
び
と
の
会 

伊 

藤
　
弥 

生

有
松
あ
な
い
び
と
の
会 

伊 

藤
　
弥 

生

平
成
の
時
代
は
〝
平
成
〟
の
文
字
と
は
か
け
離

れ
た
時
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
経
済
的
に
は

バ
ブ
ル
景
気
が
初
頭
に
は
じ
け
、
雇
用
、
労
働
、
生

産
、
賃
金
体
系
等
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
有
松

の
平
成
30
年
間
も
、
や
は
り
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
名
古
屋
市
公
共
事
業
に
お
け
る
、
駅

南
側
区
画
整
理
と
駅
北
側
再
開
発
事
業
、
そ
し
て
東

海
道
の
無
電
柱
化
施
工
及
び
一
方
通
行
と
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
か
た
や
江
戸
時
代
か
ら
続
く
町
並
み
が
多
く

の
方
々
の
努
力
に
よ
り
〝
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
〟
に
国
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
更

に
は
有
松
の
宝
で
あ
る
〝
重
伝
建
の
町
並
み
〟
と
〝
名

古
屋
市
指
定
文
化
財
の
山
車
三
台
〟
と
〝
伝
統
的
工

芸
品
の
有
松
鳴
海
絞
り
〟
を
一
括
し
て
「
日
本
遺
産
」

に
、と
す
る
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
が
幕
開
け
し
ま
す
が
、
変
わ
っ
て
い

く
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
、
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
、
そ
し
て
変
え
て
は
な
ら
な
い
も

の
を
、
50
年
、
100
年
先
を
見
据
え
て
選
択
を
し
て
い

く
事
が
で
き
れ
ば
、
次
の
時
代
も
有
松
は
益
々
良
い

町
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り

組
み
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た
〝
福
よ
せ
雛
〟
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
企
画
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
〝
ひ
な
祭
り
〟
で
役
割
を
終
え
て
人

形
供
養
に
出
さ
れ
て
消
え
て
い
く
運
命
に
あ
る
人
形

達
を
、
町
の
賑
わ
い
の
為
に
再
度
役
割
を
与
え
て
活

躍
を
し
て
も
ら
い
、
ま
た
見
た
方
々
に
も
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
企
画

し
た
催
事
で
す
。
福
よ
せ
雛
を
見
な
が
ら
有
松
の
散

策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

有
松
あ
な
い
び
と
の
会

「
有
松
町
並
み
歩
き
」
の
お
知
ら
せ

日
時　

5
月
18
日
㈯
10
時
よ
り
受
付

　
「
ふ
る
さ
と
有
松
を
体
感
し
よ
う
」

　
　

Ａ　

茶
室
（
抹
茶
）
体
験
コ
ー
ス

　
　

Ｂ　

絞
り
染
め
体
験
コ
ー
ス

※ 

参
加
費
無
料

※ 

詳
細
は
あ
な
い
び
と
の
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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編
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後
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◆

主

な

来

訪

者

◆

私
達
は
、先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
有
松
の
た
か
ら
も
の
を

守
り
、次
世
代
に
届
け
る
た
め
に
、こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
有
松
の
町
並
み
・
絞
り
・
山
車
を
守
り
、
誇
り
ま
す
。

一
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
有
松
を

　
創
り
ま
す
。

一
、
有
松
の
歴
史
や
物
語
を
学
び
、
遊
び
、
伝
え
ま
す
。

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行

（
年
二
回
発
行
）

〒　
　

 

名
古
屋
市
緑
区
有
松
三
〇
一
二（
有
松
商
工
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
５
２
）
６
２
１--

０
１
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
２
）
６
２
２--

７
４
０
１

町
並
み
研
修
会

◆
日
時　

未
定
（
絞
り
ま
つ
り
以
降
の
予
定
）

◆
行
先　

郡
上
八
幡
方
面
の
予
定

◆
６
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

 　

テ
ー
マ  「
有
松
プ
レ
ゼ
ン
ツ
、

日
本
の
ス
テ
キ
。」

（
有
松
あ
な
い
び
と
の
会
ご
案
内
分
）

「
平
成
最
後
」
の
冠
の
つ
く
見
出
し
を
多
く
見
か
け
る

昨
今
。
会
報
有
松
も
こ
の
80
号
が
そ
れ
と
な
り
ま
す
。
有

松
の
先
人
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
始
め
ら
れ
て
半
世

紀
。会
報
は
会
発
足
後
10
年
を
経
て
の
創
刊
で
、以
来
ず
っ

と
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
足
跡
を
記
し
て
き
ま
し
た
。

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
「
有
松
東
海
道
の
無
電
柱
化
」、「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
」「
全
国
町
並
み

ゼ
ミ
名
古
屋
有
松
大
会
の
開
催
」
を
実
現
し
た
平
成
の
有

松
人
の
目
覚
ま
し
い
記
録
も
た
く
さ
ん
。
凄
い
も
の
で
す
。

さ
ぁ
新
時
代
に
何
を
目
指
し
て
い
く
か
、
今
み
ん
な
で

考
え
よ
う
と
80
号
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。	

（
加
藤
明
美
）

　

企
画
編
集
（
加
藤
一
成
・
長
塚
啓
・
福
岡
友
一
・

伊
藤
総
俊
・
成
田
満
）

会
報
有
松
は
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。「
有
松
の
ま
ち
」
で
検
索
。

http://w
w
w.arim

atsunom
achi.com

/

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会  

総
会

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会  

総
会

平
成
の
二
十
年
代
、
有
松
の
町
並
み
は
ず
い
ぶ
ん

変
化
し
ま
し
た
。

有
松
東
海
道
無
電
柱
化
の
会
が
先
頭
に
立
っ
て
の

無
電
柱
化
、
一
里
塚
、
302
号
線
、
中
町
信
号
、
重
伝

建
選
定
。
そ
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、

カ
フ
ェ
、
観
光
案
内
所
な
ど
色
々
な
形
態
の
施
設
が

で
き
て
、
以
前
よ
り
賑
わ
い
の
あ
る
東
海
道
に
な
り

ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
文
化
財
の
公
開
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
棟
の
建
物
と
し
て
は
有
松
の
町
屋
で
一
番
大
き
い

岡
邸
の
一
般
公
開
は
昨
年
の
一
大
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

外
観
は
勿
論
内
部
の
造
り
や
調
度
な
ど
、
見
学
さ
れ

た
誰
も
が
そ
の
重
厚
さ
と
絞
り
商
の
繁
栄
に
思
い
を

馳
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
有
松
を
訪
れ
る
人
は
増
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
町
並
み
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
色
々

な
催
し
も
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
町
並
み

の
変
化
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
有
松
ら
し
い
雰
囲
気

を
壊
さ
な
い
よ
う
静
か
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。	

（
浅
野
康
子
）

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

⑮

・
桜
花
学
園
大
学	

　

・
三
越
伊
勢
丹
旅
行

・
石
川
県
教
育
委
員
会　
　
　
　

・
名
古
屋
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

・
安
八
て
る
て
姫
の
会	

　

・
安
城
教
育
委
員
会

・
ト
ラ
ピ
ッ
ク
中
部
（
東
海
道
）
・
島
田
年
金
協
会

・
名
古
屋
や
っ
と
か
め
文
化
祭　

・
一
宮
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー

・
三
重　

香
肌
商
工
会	

　

・
南
知
多
町
文
化
協
会

・
春
日
井
市
（
姉
妹
都
市
ケ
ロ
ー
ナ
の
皆
さ
ん
）

・
桑
名
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
東
海
自
然
大
学
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

・
有
松
・
桶
狭
間
・
東
丘
・
広
見
他
近
隣
小
中
学
校

〈
有
松
ま
ち
づ
く
り
憲
章
〉

458-
0924

第
35
回 

有
松
絞
り
ま
つ
り

俳   句俳   句

～
進
化
す
る
町
並
み
～

案あ

な

い

び

と

内
人
声
も
う
き
う
き
春
の
町

老
木
に
た
え
な
い
笑
顔
桜
咲
く

「
春
の
町
」

鈴
木
　
義
光

◆
日
時　

	

５
月
16
日
㈭
13
時
30
分
よ
り

◆
場
所	

有
松
・
鳴
海
絞
会
館

◆
講
演
会	
山
根
兼
昭 

氏

「
有
松
を
訪
れ
た
頼
山
陽
（
仮
題
）」


